
研究内容： 

船舶航行中時に、周囲の波の２～３倍の波高を持つに波に遭遇し、船舶事故が発生することがあります。そこで、船の

運動を調査することで船舶運航者へのこのような波への知見となります。 

図１ 単独で大波高の波  図２ 実験の様子 

船舶航行中にその時の周囲の波の２～３倍の海洋波は理論上、多くの正弦波でできています。そこで、波の性質を

利用し、時間を限定し実験水槽内に任意の波高になるような波を造波しました。その時、造波し計測した結果が図１で

す。このグラフから分かるように、計測点で突然波が発生しているような波を造波することができました。実際には、多く

の波を発生させて計測点で造波させた波が重なり合うことで、瞬間的に大波高を持つ波が突然発生する状態になりま

す。 

船舶事故が発生した瞬間の再現をするため、波が大波高を持った瞬間に波を単発または連続で模型船に遭遇させ

て船体の正面から波に遭遇した場合の運動を計測しました。現在は、船舶の状態を極端に変化させた場合にどのよう

な影響があるのかを計算し、同じ条件での実験を行った場合の比較を行っている。 
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